
図書館活動全体から⾒たIR
竹内比呂也（千葉大学）



機関リポジトリは何のために構築されるのか

＜オープンアクセスの促進＞

研究へのアクセスの拡大し、学問のコントロー
ルを学術社会の手に取り戻し、機関や図書館の
関与度を高めることにより、学術コミュニケ−ショ

ン・システムを改革する(SPARC)



機関リポジトリは何のために構築されるのか

＜大学のアカウンタビリティの向上＞

目に見える大学の指標として役立たせ、研究活
動の科学的、社会的、経済的な妥当性を実証し、
それによって大学の認知度、地位、社会的価値
を高める(SPARC)



⼤学図書館の伝統的モデル：
「学外から⼤学への情報⼊⼿の窓⼝」
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「機関リポジトリ」モデル
「⼤学から学外への情報発信の窓⼝」
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⼤学図書館活動に対するインパクトは？

機関リポジトリは大学図書館サービスの諸側面
に影響を与えるものである。

機関リポジトリと文献提供

機関リポジトリと書誌コントロール



CASE1:機関リポジトリはILLを変⾰する
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CASE1:機関リポジトリはILLを変⾰する

CURATORにあり それ以外のオープンアクセ
ス情報源にあり

合計

47 44 91

「機関リポジトリ等で入手可能」として謝絶した件数
(2007年４月から2008年1月）

ILLを希望した学内者に対してオープンアクセス論文を紹介した件数
(2007年４月から2008年1月）

機関リポジトリにあり それ以外のオープンアクセ
ス情報源にあり

合計

７ 35 42

千葉大学附属図書館本館での調査による



CASE1:機関リポジトリはILLを変⾰する

千葉大学附属図書館亥鼻分館での調査による

「CURATORにある」という理由で謝絶：
161件（6月以降）



CASE2:機関リポジトリは学⽣へのサービスも
変⾰する
パスファインダーと機関リポジトリ

「授業資料ナビゲータ」（パスファインダー）掲載文献
が機関リポジトリに含まれる。

ポッドキャストと機関リポジトリ

ポッドキャストで紹介した教員の業績が機関リポジト
リに含まれる。



CASE2:機関リポジトリは学⽣へのサービスも
変⾰する

http://www.ll.chiba-u.ac.jp/~liaison/pf/2008G14C06101.html


CASE2:機関リポジトリは学⽣へのサービスも
変⾰する



IRはもはや⼤学図書館サービスの基盤である

機関リポジトリは、文献提供という大学図書館に
とって最も基本的なサービスを改善する

機関リポジトリは、大学図書館と教員との間によ
い関係を構築し、すぐれたサービス実現のため
の基盤となる

機関リポジトリは、もはや大学図書館にとっては
なくてはならない基盤の一つである



⼤学図書館サービスの基盤としての機関リポ
ジトリ

蔵書（伝統的な紙
の資料）

機関リポジトリ

ライセンス契
約で利用可能
になっている
電子情報資源



しかしまだ改善の余地はある

学内サイトに散らばっている資源の集約化

書誌コントロールの問題

ユニークなコンテンツについての唯一無二なメタ
データ作成と提供：発見可能性の保証

出版社版／データとの関係の明示：FRBRのような著
作の関係性を表現できるような仕組みが必要か？

保存についてどのように考えるか



SPECIAL THANKS TO

「電子情報環境下において大学の教育研究を
革新する大学図書館機能の研究」(REFORM2)
（平成19〜21年度科学研究費補助金（基盤研
究B)研究代表者：土屋俊千葉大学教授）

鈴木宏子，鶴岡眞知子．ILLサービスにおける機

関リポジトリとオープンアクセスのインパクト：千
葉大学の経験から．専門図書館．No. 228, p. 1-
6 (2008) 
千葉大学附属図書館亥鼻分館のみなさん
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